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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】農作物の育成を阻害する害虫忌避効果を有する
農業シートを提供する。
【解決手段】内部に複数の空隙が存在する、多孔質樹脂
シート１と、上記多孔質樹脂シート１の一方の面側に配
置される補強シート２と、を有し、上記補強シート２側
の面における紫外線（波長３００ｎｍ以上３８０ｎｍ以
下）の平均反射率が、３５％以上である、農業シート１
０。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に複数の空隙が存在する、多孔質樹脂シートと、
　前記多孔質樹脂シートの一方の面側に配置される補強シートと、
を有し、
　前記補強シート側の面における紫外線（波長３００ｎｍ以上３８０ｎｍ以下）の平均反
射率が、３５％以上である、農業シート。
【請求項２】
　前記補強シート側の面における紫外線（波長３００ｎｍ以上３８０ｎｍ以下）の平均反
射率をＲＵとし、可視光（波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＶとし
、赤外線（波長７８０ｎｍ以上１０５０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＩとしたときに、
　ＲＵ／ＲＩが、０．４以上１以下であり、
　ＲＶ／ＲＩが、１．１以上２．３以下であり、
　（ＲＵ＋ＲＶ＋ＲＩ）／３が、６０％以上である、請求項１に記載の農業シート。
【請求項３】
　内部に複数の空隙が存在する、多孔質樹脂シートと、
　前記多孔質樹脂シートの一方の面側に配置される補強シートと、
を有し、
　前記補強シート側の面における紫外線（波長３００ｎｍ以上３８０ｎｍ以下）の平均反
射率をＲＵとし、可視光（波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＶとし
、赤外線（波長７８０ｎｍ以上１０５０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＩとしたときに、
　ＲＵ／ＲＩが、０．４以上１以下であり、
　ＲＶ／ＲＩが、１．１以上２．３以下であり、
　（ＲＵ＋ＲＶ＋ＲＩ）／３が、６０％以上である、農業シート。
【請求項４】
　２つ以上の補強シートを有する、請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の農業シ
ート。
【請求項５】
　前記２つ以上の補強シートのなかで前記多孔質樹脂シートから最も離れた補強シートが
、内部に複数の空隙が存在する多孔質構造を有する、請求項４に記載の農業シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、農業シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　農業シートは、例えば、土壌や農作物を被覆する部材や農業用ハウスの部材である。光
反射性を付与した農業シートは、例えば、ハウス内の光線不足の解消、収穫物の着色促進
、地温の抑制、 雑草の対策などに用いることができる。
【０００３】
　特許文献１には、シート基材と、そのシート基材の一方の面に設けられた光反射層とを
備えた農業シートであって、さらに、そのシート基材が、平均径が１μｍ～５０μｍの範
囲にある空隙を有し、空隙率が３５～６０％の範囲にあり、かつ、厚さが３０μｍ～９０
μｍの範囲にある多孔性熱可塑性樹脂シートであり、さらに、その光反射層１２の厚みが
０．５μｍ～４μｍの範囲にある、農業シートが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－２３３２０６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　農作物の育成を阻害する害虫を忌避する技術が求められている。本開示は、害虫忌避効
果を有する農業シートを提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の一つは、内部に複数の空隙が存在する、多孔質樹脂シートと、上記多孔質樹脂
シートの一方の面側に配置される補強シートと、を有し、上記補強シート側の面における
紫外線（波長３００ｎｍ以上３８０ｎｍ以下）の平均反射率が、３５％以上である、農業
シートを提供する。
【０００７】
　本開示の他の一つは、内部に複数の空隙が存在する、多孔質樹脂シートと、上記多孔質
樹脂シートの一方の面側に配置される補強シートと、を有し、上記補強シート側の面にお
ける紫外線（波長３００ｎｍ以上３８０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＵとし、可視光（波
長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＶとし、赤外線（波長７８０ｎｍ以
上１０５０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＩとしたときに、ＲＵ／ＲＩが、０．４以上１以
下であり、ＲＶ／ＲＩが、１．１以上２．３以下であり、（ＲＵ＋ＲＶ＋ＲＩ）／３が、
６０％以上である、農業シートを提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示の農業シートは、害虫忌避効果を有するという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の農業シートの一例を示す概略断面図である。
【図２】本開示の農業シートの他の例を示す概略断面図である。
【図３】本開示の農業シートの他の例を示す概略断面図である。
【図４】本開示の農業シートの製造方法の一例を示す概略断面図である。
【図５】実施例１～４および比較例１で得られた農業シートに対する反射分光測定の結果
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本開示の農業シートについて、詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、農業シートの一例を示す概略断面図である。図１における農業シート１０は、
多孔質樹脂シート１と、多孔質樹脂シート１の一方の面側に配置された補強シート２と、
を有する。なお、補強シート２は、多孔質樹脂シート１に直接配置されても、多孔質樹脂
シート１に他の層を間に介して配置されてもよい。また、補強シート２は、多孔質樹脂シ
ート１の両方の面側に配置されてもよい。そして、農業シート１０の補強シート２側の面
における紫外線の平均反射率を、所定の値以上とする。なお、「農業シートの補強シート
側の面」とは、補強シートを基準として、多孔質樹脂シートが配置された面とは反対側の
面をいう。
【００１２】
　本開示によれば、所定以上の紫外線反射率を有することにより、害虫忌避効果を有する
農業シートとすることができる。
【００１３】
　農作物の育成を阻害する害虫を忌避する技術として、光を利用した技術がある。これら
の技術は環境負荷が少ないという利点がある。光を利用した害虫忌避の手段の一つとして
、農業シートに紫外線反射性を付与する方法がある。このメカニズムの詳細は完全には解
明されていないが、害虫が飛翔する際に、通常は背面で受ける紫外線を地表方向から受け
ると、正常な飛翔を続けられなくなるためであると推測される。
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　以下、本開示の農業シートについて、構成ごとに説明する。
【００１４】
１．多孔質樹脂シート
　多孔質樹脂シートは、内部に空隙が存在する樹脂シートである。多孔質樹脂シートは、
必要に応じて、充填材等の添加材を含有していてもよい。多孔質樹脂シートは、多孔質構
造より光反射性を示す。
【００１５】
（１）樹脂
　多孔質樹脂シートは、樹脂を含有する。上記樹脂は、熱可塑性樹脂であってもよく、熱
硬化性樹脂であってもよいが、前者が好ましい。熱可塑性樹脂としては、例えば、ポリオ
レフィン系樹脂、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、フッ化ビニル系樹脂、アミド系樹脂
、飽和エステル系樹脂等が挙げられ、中でも、ポリオレフィン系樹脂が好ましい。耐熱性
、耐水性、耐薬品性、コスト面が優れるからである。
【００１６】
　ポリオレフィン系樹脂としては、例えば、オレフィンの単独重合体、２種類以上のオレ
フィンの共重合体、１種類以上のオレフィンと、オレフィンと重合可能な１種類以上の重
合性モノマーとの共重合体等が挙げられる。上記オレフィン（モノマー単位）としては、
例えば、エチレン、プロピレン、ブテン、ヘキセン等が挙げられる。また、共重合体は、
２元系でも３元系でも４元系でもよい。また、共重合体は、ランダム共重合体でもブロッ
ク共重合体であってもよい。
【００１７】
　ポリオレフィン系樹脂の具体例としては、例えば、ポリエチレン系樹脂、ポリプロピレ
ン系樹脂等が挙げられ、中でも、ポリプロピレン系樹脂等が好ましい。ポリプロピレン系
樹脂の一例としては、プロピレン単独重合体が挙げられる。プロピレン単独重合体は、ア
イソタクティックまたはシンジオタクティックな立体規則性を有することが好ましい。ポ
リプロピレン系樹脂の他の例としては、プロピレンと、他のαオレフィンとの共重合体が
挙げられる。他のαオレフィンとしては、例えば、エチレン、ブテン－１、ヘキセン－１
、ヘプテン－１，４－メチルペンテン－１の少なくとも一種等が挙げられる。ポリプロピ
レン系樹脂は、プロピレンをモノマー単位の主成分とすることが好ましい。
【００１８】
　一方、ポリエチレン系樹脂としては、例えば、低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレ
ン等が挙げられる。ポリエチレン系樹脂は、直鎖状ポリエチレンであってもよい。ポリエ
チレン系樹脂は、エチレンをモノマー単位の主成分とすることが好ましい。また、ポリオ
レフィン系樹脂として、ポリ（４－メチルペンテン－１）、ポリ（ブテン－１）、エチレ
ン－酢酸ビニル共重合体等を用いてもよい。
【００１９】
　また、上述したように、熱可塑性樹脂として、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、フッ
化ビニル系樹脂、アミド系樹脂、エステル系樹脂等を用いることができる。アクリル系樹
脂としては、例えば、ポリメチルアクリレート、ポリメチルメタクリレート、エチレン－
エチルアクリレート共重合体等が挙げられる。スチレン系樹脂としては、例えば、ブタジ
エン－スチレン共重合体、アクリロニトリル－スチレン共重合体、ポリスチレン、スチレ
ン－ブタジエン－スチレン共重合体、スチレン－イソプレン－スチレン共重合体、スチレ
ン－アクリル酸共重合体等が挙げられる。フッ化ビニル系樹脂としては、例えば、塩化ビ
ニル系樹脂、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデン等が挙げられる。アミド系樹脂と
しては、例えば、６－ナイロン、６，６－ナイロン、１２－ナイロン等が挙げられる。エ
ステル系樹脂としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリプリブチレンテレフ
タレート等が挙げられる。また、熱可塑性樹脂として、ポリカーボネート、ポリフェニレ
ンオキサイド、ポリアセタール、ポリフェニレンスルフィド、シリコーン樹脂、熱可塑性
ウレタン樹脂、ポリエーテルエーテルケトン、ポリエーテルイミド、熱可塑性エラストマ
ー等を用いてもよい。
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【００２０】
　多孔質樹脂シートは、１種類の樹脂を含有していてもよく、２種類以上の樹脂を含有し
ていてもよい。２種類以上の樹脂を用いる場合、ポリオレフィン系樹脂を主成分とするこ
とが好ましく、ポリプロピレン系樹脂を主成分とすることがより好ましい。また、多孔質
樹脂シートにおける樹脂の含有量は、例えば、４５質量％以上であり、５５質量％以上で
あってもよい。一方、多孔質樹脂シートにおける樹脂の含有量は、例えば、９９質量％以
下であり、９８質量％以下であってもよい。
【００２１】
（２）充填材
　多孔質樹脂シートは、充填材を含有していてもよい。充填材を添加し、例えば延伸によ
り多孔質樹脂シートを作製することで、多孔質樹脂シートの内部に空隙が生じる。充填材
としては、例えば、無機系充填材および有機系充填材が挙げられる。
【００２２】
　無機系充填材としては、例えば、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシウム等の炭酸カ
ルシウム、焼成クレイ、タルク、酸化珪素、珪藻土、酸化チタン、酸化マグネシウム、酸
化亜鉛、硫酸バリウム等が挙げられる。また、無機系充填材は脂肪酸で表面処理されてい
てもよい。中でも、無機系充填材は、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシウム、焼成ク
レイまたはタルクであることが好ましい。安価で成形性がよいからである。
【００２３】
　無機系充填材の平均粒子径は、例えば、０．０１μｍ以上１５μｍ以下であり、０．０
１μｍ以上８μｍ以下であってもよい。なお、平均粒子径とは、体積基準で測定した粒径
分布の統計的平均値として定義され、例えば、株式会社堀場製作所製ＬＡ－９２０によっ
て測定された値をいう。
【００２４】
　有機系充填材としては、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリエチレンナフタレート、ポリスチレン、メ
ラミン、ポリエチレンサルファイト、ポリイミド、ポリエチルエーテルケトン、ポリエー
テルエーテルケトン、ポリフェニレンサルファイト、ポリ－４－メチル－１－ペンテン、
ポリメチルメタクリレート等が挙げられる。また、有機系充填材として、環状オレフィン
の単独重合体、環状オレフィンとエチレンとの共重合体であり、融点が１２０℃以上３０
０℃以下であるかガラス転移温度が１２０℃以上２８０℃以下である材料を用いることも
できる。
【００２５】
　多孔質樹脂シートにおける充填材の含有量は、例えば、１質量％以上６５質量％以下で
あり、２質量％以上５５質量％以下であることが好ましい。
【００２６】
（３）他の添加材
　多孔質樹脂シートは、必要に応じて、界面活性材、滑材、帯電防止材等の各種添加材を
含有していてもよい。界面活性材の添加により、例えば結露を防ぐことができる。界面活
性材としては、例えば、非イオン性界面活性材、陰イオン性界面活性材、両イオン性界面
活性材等が挙げられる。非イオン性界面活性材としては、例えば、グリセリン脂肪酸エス
テル、ペンタエリスリトール脂肪酸エステル、ポリオキシプロピレン・ポリオキシエチレ
ンブロックポリマー等が挙げられる。陰イオン性界面活性材としては、例えば、スルホン
酸塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩等の塩が挙げられる。なお、上記塩としては、例え
ば、ナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩等が挙げられる。
【００２７】
　また、滑材としては、例えば、流動パラフィン、合成パラフィン、マイクロクリスタリ
ンワックス等の脂肪族炭化水素、直鎖アルコールのステアリン酸エステル、高級脂肪酸ア
マイド等が挙げられる。また、帯電防止材としては、例えば、アルキルジエタノールアミ
ン、ヒドロキシアルキルモノエタノールアミン、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセ
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リン脂肪酸エステル、アルキルスルホン酸ソーダ、アルキルベンゼンスルホン酸ソーダ、
過塩素酸テトラアルキルアンモニウム塩等が挙げられる。なお、添加材の含有量は、特に
限定されず、添加材の種類に応じて適宜選択する。
【００２８】
（４）多孔質樹脂シート
　多孔質樹脂シートは、通常、内部に空隙を有する。多孔質樹脂シートの空隙率は、特に
限定されないが、例えば３５％以上６０％以下であり、４０％以上５８％以下であること
が好ましい。空隙率が低すぎると、透湿性および通気性が低くなる可能性がある。空隙率
が高すぎると、シート強度が弱くなる可能性がある。
【００２９】
　空隙率とは、多孔質樹脂シートに占める空隙の割合をいい、下記式１により算出できる
。
　空隙率（％）＝｛（ρｏ－ρ）／ρｏ｝×１００　…（式１）
　式１において、ρは多孔質樹脂シートの密度であり、ＪＩＳ　Ｐ　８１１８に準拠する
。ρｏは多孔質樹脂シートの真密度である。真密度は、多孔質樹脂シートを構成する主要
な材料成分の種類とそれらの構成比率を分析して、材料成分の種類の一般的な値を用いる
ことで決定することができる。例えば、ポリプロピレンの密度は０．９ｇ／ｃｍ３、炭酸
カルシウムの密度は２．７ｇ／ｃｍ３である。なお、多孔質樹脂シートが延伸処理された
ものであるときは、延伸前の材料が多量の空気を含有するものでない限り、真密度は延伸
前の材料の密度にほぼ等しい。そのため、真密度は、延伸前の材料から求めてもよく、定
容積膨張法による乾式密度測定方法で求めることができ、測定装置としては、例えば、（
株）島津製作所製の乾式自動密度計アキュピック１３３０が挙げられる。
【００３０】
　空隙の平均径は、例えば、１μｍ以上５０μｍ以下であり、２μｍ以上４０μｍ以下で
あることが好ましく、５μｍ以上３０μｍ以下であることがより好ましい。なお、空隙の
最大径（Ｌ）とそれに直角な方向の最大の径（Ｍ）を測定して平均したもの［（Ｌ＋Ｍ）
／２］を空隙の径とする。少なくともｎ個（ｎは１以上の整数であり、１００以上の整数
であることが好ましい）の空隙の径を測定し、その平均値を、空隙の平均径とする。試料
の断面観察には、例えば、（株）日立製作所製の走査型電子顕微鏡Ｓ－２４００を用いる
ことができる。
【００３１】
　多孔質樹脂シートは、内部に空隙を有するため、通常、エルメンドルフ引裂法による引
裂強度が小さい。エルメンドルフ引裂法による多孔質樹脂シートの引裂強度は、例えば０
．２Ｎ以下であり、０．１５Ｎ以下であってもよい。引裂強度測定は、エルメンドルフ引
裂法（ＪＩＳ　Ｋ７１２８－２）を用いることができる。試験片として、シートを１６枚
積層した積層体を用い、試験片の形状は７５ｍｍ×６３ｍｍとする。
【００３２】
　多孔質樹脂シートの厚みは、特に限定されないが、例えば３０μｍ以上９０μｍ以下で
あり、４０μｍ以上８０μｍ以下であることが好ましい。また、多孔質樹脂シートは、単
層構造であってもよく、複層構造であってもよい。多孔質樹脂シートが複層構造である場
合、各層に含まれる樹脂成分は、同一であってもよく、異なっていてもよい。複層構造の
多孔質樹脂シートの一例としては、内層と、上記内層の両面に配置された２つの外層とを
有し、２つの外層に含まれる樹脂成分が同一であり、外層に含まれる樹脂成分と内層に含
まれる樹脂成分が異なる多孔質樹脂シートが挙げられる。
【００３３】
　多孔質樹脂シートは、可視光反射率が高いことが好ましい。具体的には、可視領域での
最低反射率が７０％以上であることが好ましく、７５％以上であることがより好ましく、
８０％以上であることがさらに好ましい。可視領域での最低反射率は、紫外・可視・近赤
外分光光度計（島津製作所ＵＶ－３６００）および積分球付属装置（ＩＳＲ－３１００）
を用いて、入射角８°で可視領域４５０ｎｍ以上７５０ｎｍ以下での反射率（全反射率）
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を測定することで、求めることができる。
【００３４】
　多孔質樹脂シートの平滑性は高いことが好ましい。具体的に、多孔質樹脂シート表面の
算術平均高さＳａは、例えば、１μｍ以下であり、０．７μｍ以下であることが好ましく
、０．５μｍ以下であることがより好ましい。また、多孔質樹脂シートの防汚性は高いこ
とが好ましい。具体的に、多孔質樹脂シート表面の汚染等級（ＪＩＳ－Ｌ－１９１９）は
、３以上であることが好ましく、３．５以上であることがより好ましい。
【００３５】
　多孔質樹脂シートは、透湿性、通気性および遮水性を全て有することが好ましい。なお
、透湿性とは、気体としての水すなわち水蒸気を通過させる性質をいい、通気性とは、二
酸化炭素をはじめとする気体を通過させる性質をいい、遮水性とは、液体としての水を通
過させない性質をいう。多孔質樹脂シートの透湿度は、例えば、６００ｇ／ｍ２・ｄａｙ
以上であり、７００ｇ／ｍ２・ｄａｙ以上であることが好ましく、８００ｇ／ｍ２・ｄａ
ｙ以上であることがより好ましい。多孔質樹脂シートの耐水圧は、例えば、１０ｋＰａ以
上であり、２０ｋＰａ以上であることが好ましい。また、多孔質樹脂シートの不透明度は
、例えば、７０％以上１００％以下であることが好ましい。なお、多孔質樹脂シートの不
透明度は、ＪＩＳ　Ｚ　８７２２に準拠するものとする。また、多孔質樹脂シートの密度
は、例えば、０．５０ｇ／ｃｍ３以上０．９０ｇ／ｃｍ３以下であり、０．５０ｇ／ｃｍ
３以上０．７０ｇ／ｃｍ３以下であることが好ましい。
【００３６】
　多孔質樹脂シートの製造方法は、所望の多孔質樹脂シートが得られる方法であれば特に
限定されず、公知の製造方法を採用することができる。また、多孔質樹脂シートは、延伸
処理されたものであることが好ましい。
【００３７】
２．補強シート
　補強シートは、上記多孔質樹脂シートの一方の面側に配置され、上記多孔質樹脂シート
を補強するシートである。
【００３８】
　補強シートは、樹脂を含有することが好ましい。上記樹脂は、熱可塑性樹脂であっても
よく、熱硬化性樹脂であってもよいが、前者が好ましい。なお、樹脂については、上記「
（１）樹脂」に記載した内容と同様である。特に、補強シートに含まれる樹脂は、ポリオ
レフィン系樹脂が好ましい。耐熱性、耐水性、耐薬品性、コスト面が優れるからである。
また、ポリオレフィン系樹脂は、例えば、ポリエチレン系樹脂であってもよく、ポリプロ
ピレン系樹脂であってもよい。
【００３９】
　また、補強シートおよび多孔質樹脂シートの両方が、樹脂としてポリオレフィン系樹脂
を含有するポリオレフィン系樹脂シートであることが好ましい。例えば、後述する接着層
を設けた場合、ポリオレフィン系樹脂は接着材に対する接着性が共通するため、強固に接
着した農業シートが得られるからである。また、熱や水分などによる膨張や収縮の程度が
近いため、反りが発生し難く接着が剥がれ難いからである。その結果、耐久性が高い農業
シートとなる。また、ポリオレフィン系樹脂を用いるため、耐水性が高い農業シートとな
る。
【００４０】
　また、補強シートがポリエチレン系樹脂を主成分として含有し、多孔質樹脂シートがポ
リプロピレン系樹脂を主成分として含有することが好ましい。農業シートの加工性が向上
するからである。具体的には、ポリプロピレン系樹脂は比較的硬い樹脂であるため、加工
が難しい。これに対して、ポリエチレン系樹脂は比較的柔らかい樹脂であるため、ポリプ
ロピレン系樹脂およびポリエチレン系樹脂を組み合わせることで、農業シートの加工性が
向上する。
【００４１】
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　補強シートは、紫外線反射率が高いことが好ましい。補強シートの紫外線（波長３００
ｎｍ以上３８０ｎｍ以下）の平均反射率は、例えば、３５％以上であり、６０％以上であ
ることが好ましく、８０％以上であることがより好ましい。なお、紫外線の平均反射率の
測定条件については、実施例において詳述する。
【００４２】
　また、農業シート１０では、１つの補強シートを用いても、２つ以上の補強シートを用
いてもよい。１つの補強シートを有する農業シートとしては、例えば図２に示すように、
多孔質樹脂シート１と、補強シート２と、多孔質樹脂シート１および補強シート２の間に
配置された接着層３とを有する農業シート１０が挙げられる。
【００４３】
　一方、２つ以上の補強シートを有する農業シートとしては、例えば図３に示すように、
多孔質樹脂シート１と、２つの補強シート２と、多孔質樹脂シート１および補強シート２
の間に配置された接着層３とを有する農業シート１０が挙げられる。２つの補強シート２
は、第一の補強シート２ａと、第二の補強シート２ｂと第一の補強シート２ａおよび第二
の補強シート２ｂの間に配置された接着層３とを有する。なお、図示しないが、複数の補
強シートは、接着層を介さずに直接積層されていてもよい。
【００４４】
　また、補強シートが２つ以上である場合、少なくとも一つの補強シートが、多孔質シー
トであってもよい。その場合、多孔質シートの空隙率が、上述した範囲内にあることが好
ましい。また、多孔質シートが、多孔質樹脂シートから最も離れた補強シートであること
が好ましい。熱や水分などによる膨張や収縮の程度が近いため、多孔質構造のシート間で
挟むことで、反りが発生し難く接着が剥がれりし難いからである。
【００４５】
　補強シートの厚みは、特に限定されないが、例えば１０μｍ以上１５０μｍ以下であり
、２０μｍ以上１００μｍ以下であることが好ましい。なお、補強シートが複層構造であ
る場合、補強シートを構成する各層の厚みが、上述した範囲内であることが好ましい。ま
た、補強シートは、農業シートの最表面に配置されていてもよく、内部に配置されていて
もよい。
【００４６】
　エルメンドルフ引裂法による補強シートの引裂強度は、例えば、２．８Ｎ以上であり、
３．０Ｎ以上であってもよく、３．５Ｎ以上であってもよい。一方、補強シートの引裂強
度は、例えば、１０Ｎ以下である。なお、補強シートが複層構造である場合、補強シート
全体の引裂強度が、上述した特定の値以上であればよいが、補強シートを構成する少なく
とも一層が、上述した特定の値以上であることが好ましい。
【００４７】
　補強シートは、多孔質樹脂シートよりも高い透湿性を有していてもよい。補強シートの
透湿度は、例えば、多孔質樹脂シートの透湿度の８倍以上であることが好ましい。補強シ
ートの透湿度は、例えば、５０００ｇ／ｍ２・ｄａｙ以上であり、６０００ｇ／ｍ２・ｄ
ａｙ以上であることが好ましい。
【００４８】
３．接着層
　本開示の農業シートは、多孔質樹脂シートおよび補強シートが、接着層を介して積層さ
れていてもよく、接着層を介さずに直接積層されていてもよい。接着層は、接着材から構
成される。接着材は、特に限定されないが、ドライラミネート接着材であることが好まし
い。
【００４９】
　接着材の種類は、特に限定されないが、例えば、ポリエーテル系接着材、ポリエステル
系接着材、ポリウレタン系接着材、ビニル系接着材、（メタ）アクリル系接着材、ポリア
ミド系接着材、エポキシ系接着材、ゴム系接着材等が挙げられる。接着材は、一液硬化型
であってもよく、二液硬化型であってもよい。



(9) JP 2017-195796 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

【００５０】
　ポリエーテル系接着材としては、例えば、ポリエーテルポリウレタンが挙げられる。ポ
リエーテルポリウレタンは、ポリエーテルポリオールと、ポリイソシアネートとが反応す
ることで得られる。ポリエーテルポリオールとしては、例えば、エチレンオキシド、プロ
ピレンオキシド等のオキシラン化合物を、エチレングリコール、１，２－プロパンジオー
ル、グリセリン等の多価アルコールを重合開始材として重合した化合物が挙げられる。
【００５１】
　ポリイソシアネートとしては、例えば、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート、メ
チレンジイソシアネート、トリメチレンジイソシアネート、２，２，４－トリメチルヘキ
サメチレンジイソシアネート、２，４，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート
、テトラメチレンジイソシアネート、１，２－プロピレンジイソシアネート、イソプロピ
レンジイソシアネート、１，３－ブチレンジイソシアネート等の脂肪族イソシアネート；
１，３－シクロヘキサンジイソシアネート、１，４－シクロヘキサンジイソシアネート、
イソホロンジイソシアネート、１，３－ビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサン、
メチル－２，６－シクロヘキサンジイソシアネート等の脂環族イソシアネート；ｍ－フェ
ニレンジイソシアネート、ｐ－フェニレンジイソシアネート、４，４－ジフェニルメタン
ジイソシアネート、２，４－トリレンジイソシアネート、２、６－トリレンジイソシアネ
ート、ナフチレンジイソシアネート等の芳香族イソシアネート等が挙げられる。
【００５２】
　ポリエステル系接着材としては、例えば、ポリエステルポリウレタンが挙げられる。ポ
リエステルポリウレタンは、ポリエステルポリオールと、ポリイソシアネートとが反応す
ることで得られる。ポリエステルポリオールとしては、例えば、多価カルボン酸および多
価アルコールが反応して得られるポリエステルポリオール、ラクトン環の開環重合で得ら
れるポリエステルポリオール等が挙げられる。多価カルボン酸としては、例えば、アジピ
ン酸、アゼライン酸、コハク酸、セバシン酸等の飽和脂肪族多価カルボン酸；フマル酸、
マレイン酸等の不飽和脂肪族多価カルボン酸；１，４－シクロヘキサンジカルボン酸等の
脂環族多価カルボン酸；フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸等の芳香族多価カルボン
酸等が挙げられる。
【００５３】
　多価アルコールとしては、例えば、脂肪族、脂環族等の多価アルコール、および、芳香
族多価アルコール等が挙げられる。具体的には、エチレングリコール、ジエチレングリコ
ール、１，３－プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ネオペンチルグリコー
ル、トリエチレングリコール、キシリレングリコール、ポリエチレングリコール、１，２
－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブ
タンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール等が挙げられる。な
お、ポリイソシアネートについては、上述した通りである。
【００５４】
　また、接着材として、ポリエーテルポリエステルポリウレタンを用いてもよい。なお、
ポリエーテルポリエステルポリウレタンは、ポリエーテル系接着材でもあり、ポリエステ
ル系接着材でもある。ポリエーテルポリエステルポリウレタンは、ポリエーテルエステル
ポリオールと、ポリイソシアネートとが反応することで得られる。ポリエーテルエステル
ポリオールとしては、例えば、上記ポリエーテルポリオールに上記の多価カルボン酸とを
反応させて得られるポリエーテルエステルポリオールが挙げられる。
【００５５】
　接着層の厚みは、特に限定されないが、透湿性確保の観点から、より薄いことが好まし
い。接着層の厚みは、例えば１０μｍ以下である。
【００５６】
４．農業シート
　本開示の農業シートは、上述した多孔質樹脂シートおよび補強シートを有する。農業シ
ートは、紫外線反射率が高い。農業シートの補強シート側の面における紫外線（波長３０
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０ｎｍ以上３８０ｎｍ以下）の平均反射率は、通常、３５％以上であり、６０％以上であ
ることが好ましく、８０％以上であることがより好ましい。なお、紫外線の平均反射率の
測定条件については、実施例において詳述する。
【００５７】
　また、本開示の農業シートは、可視光反射率が高い。可視光（波長３８０ｎｍ以上７８
０ｎｍ以下）の平均反射率は、通常、７０％以上であり、８０％以上であることが好まし
く、９０％以上であることがより好ましい。なお、可視光の平均反射率の測定条件につい
ては、実施例において詳述する。
【００５８】
　また、補強シート側の面における紫外線（波長３００ｎｍ以上３８０ｎｍ以下）の平均
反射率をＲＵとし、可視光（波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＶと
し、赤外線（波長７８０ｎｍ以上１０５０ｎｍ以下）の平均反射率をＲＩとする。ＲＵ／
ＲＩは、例えば、０．４以上１.０以下であり、０．８以上１.０以下であることが好まし
い。ＲＶ／ＲＩは、例えば、１．１以上２．３以下である。また、紫外線、可視光および
赤外線の平均反射率（波長３００ｎｍ以上１０５０ｎｍ以下における平均反射率）は、（
ＲＵ＋ＲＶ＋ＲＩ）／３で表すことができる。（ＲＵ＋ＲＶ＋ＲＩ）／３は、例えば、６
０％以上であり、７０％以上であることが好ましく、８０％以上であることがより好まし
く、９０％以上であることがさらに好ましい。
【００５９】
　農業シートは、光反射層を有していてもよく、有していなくてもよい。光反射層を設け
る場合、可視光反射率をより高くでき、果実の着色を促進したり、地温の上昇を抑制した
りすることができる。光反射層は、例えば、白色粉末および樹脂成分を含有する。白色粉
末としては、例えば、アナターゼ型またはルチル型の酸化チタン、これらの表面をＡｌ、
Ｓｉ等の金属酸化物で処理した酸化チタン、炭酸カルシウム、硫酸バリウム等が挙げられ
る。樹脂成分としては、例えば、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル系樹脂等が挙げられ
る。また、ポリウレタン系樹脂としては、例えば、ポリエステルポリウレタン、ポリエー
テルポリウレタン、ポリエーテルポリエステルポリウレタン、ポリカーボネートポリウレ
タン、ポリカプロラクタムポリウレタン等が挙げられる。光反射層の配置場所は、特に限
定されず、農業シートの最表面であってもよく、内部であってもよい。また、光反射層は
、多孔質樹脂シートを基準として、補強シートとは反対側に設けられていることが好まし
い。光反射層の厚みは、例えば、０．５μｍ以上４μｍ以下である。
【００６０】
　農業シートは、エルメンドルフ引裂法による引裂強度が大きいことが好ましい。農業シ
ートに開口を形成する際に、開口の端部が裂けることを抑制できるからである。エルメン
ドルフ引裂法による農業シートの引裂強度は、例えば、１．４Ｎ以上であり、２．５Ｎ以
上であることが好ましい。一方、農業シートの引裂強度は、例えば、１５Ｎ以下であり、
１０Ｎ以下であってもよい。
【００６１】
　農業シートの厚みは、特に限定されないが、例えば５０μｍ以上２００μｍ以下であり
、８０μｍ以上１５０μｍ以下であることが好ましい。農業シートの透湿度は、例えば、
６００ｇ／ｍ２・ｄａｙ以上であってもよく、６５０ｇ／ｍ２・ｄａｙ以上であってもよ
い。農業シートは、一方の表面から他方の表面を貫通する貫通孔を複数有していてもよい
。貫通孔の割合は、例えば、１万個／ｍ２以上１００万個／ｍ２以下であり、１０万個／
ｍ２以上７０万個／ｍ２以下であることが好ましい。また、農業シートの設置方法は、特
に限定されないが、農業シートの補強シート側の面が露出するように設置されることが好
ましい。
【００６２】
５．農業シートの製造方法
　本開示の農業シートの製造方法は、目的とする農業シートが得られる方法であれば特に
限定されないが、例えば、多孔質樹脂シートおよび補強シートを、接着層を介して接着す
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る方法、多孔質樹脂シートおよび補強シートを熱融着する方法が挙げられる。
【００６３】
　図４は、農業シートの製造方法の一例を示す概略断面図であり、具体的には、ドライラ
ミネート法による農業シートの製造方法を示している。図４においては、多孔質樹脂シー
ト１の表面に、接着材および溶媒を含有する接着材組成物３ｘを塗工する（図４（ａ））
。次に、接着材組成物３ｘを乾燥することで溶媒を除去し、接着層３を形成する（図４（
ｂ））。次に、多孔質樹脂シート１および補強シート２を、接着層３を介して積層する（
図４（ｃ））。これにより、多孔質樹脂シート１、接着層３および補強シート２がこの順
に配置された農業シート１０が得られる（図４（ｄ））。ドライラミネート法を用いる場
合、多孔質樹脂シートの空隙が潰れないため、透湿性の低下を抑制できるという利点があ
る。
【００６４】
　上記接着材組成物は、接着材および溶媒を少なくとも含有する。接着材については、上
述した通りである。一方、溶媒としては、例えば、イソプロピルアルコール、ノルマルプ
ロピルアルコール等のアルコール、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸プロピル
、乳酸エチル、エチレングリコールアセテート等のエステル、メチルエチルケトン、メチ
ルイソブチルケトン、シクロヘキサノン等のケトン、ジエチレングリコールメチルエーテ
ル、テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル、トルエン、キシレン等の芳香族、ハ
ロゲン化炭化水素等が挙げられる。
【００６５】
　上記接着材組成物の塗工方法としては、例えば、ロールコート、グラビアコート、キス
コート、ナイフコート、ディップコート、スプレーコート等の一般的なコート法が挙げら
れる。上記接着材組成物を乾燥する温度は、多孔質樹脂シートおよび溶媒の種類によって
も異なるが、例えば、９０℃以下であり、７０℃以下であることが好ましい。また、真空
乾燥等の減圧乾燥を行ってもよい。また、乾燥時間は、接着材の種類に応じて適宜選択す
る。
【００６６】
　例えばRoll to Rollにより、多孔質樹脂シート１および補強シート２を貼合わせる場合
、張力により圧力管理することが好ましい。この場合、第１給紙の多孔質樹脂シートを、
例えば、５０Ｎ以上１１０Ｎ以下で管理することが好ましく、８０Ｎ以上１００Ｎ以下で
管理することがより好ましい。第２給紙の補強シートについては、フィルム全体のカール
防止のため、例えば、２０Ｎ以上５０Ｎ以下で管理することが好ましく、３０Ｎ以上４０
Ｎ以下で管理することがより好ましい。また、ドライラミネート法では、通常、多孔質樹
脂シートの空隙が変化しない温度環境で積層を行う。なお、積層時に加熱を行う必要はな
いが、多孔質樹脂シートの空隙が変化しない温度であれば、加熱を行ってもよい。
【００６７】
　なお、本開示は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は例示であり
、本開示の特許請求の範囲に記載された技術的思想と、実質的に同一の構成を有し、同様
な作用効果を奏するものは、いかなる場合であっても本開示の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【００６８】
［実施例１］
（多孔質樹脂シートの作製）
　多孔質樹脂シートの内層を構成する樹脂組成物として、プロピレン単独重合体（日本ポ
リケム（株）製、商品名「ノバテックＰＰ：ＭＡ－８」、融点１６４℃）を６５．５質量
％、高密度ポリエチレン（日本ポリケム（株）製、商品名「ノバテックＨＤ：ＨＪ５８０
」、融点１３４℃、密度０．９６０ｇ／ｃｍ３）を６．５質量％、および、平均粒子径が
１．５μｍの炭酸カルシウム粉末を２８質量％よりなる樹脂組成物を、押出機を用いて無
延伸シートを得た。次いで、この無延伸シートを縦方向に４倍延伸して、一軸延伸シート
を得た。
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【００６９】
　一方、多孔質樹脂シートの外層を構成する樹脂組成物として、上記と同様の材料にて、
プロピレン単独重合体を５１．５質量％、高密度ポリエチレンを３．５質量％、平均粒子
径が１．５μｍの炭酸カルシウム粉末を４２質量％、平均粒子径が０．８μｍの酸化チタ
ン粉末を３質量％よりなる樹脂組成物を、別の押出機を用いて溶融混練し、上記の一軸延
伸シートの表面の両側にダイより押し出し、外層、内層、外層の層構成を有する積層シー
トを得た。
【００７０】
　次いで、この積層シートを横方向に７倍延伸し耳部をスリットすることにより、厚みが
７０μｍであり、外層（１５μｍ）、内層（４０μｍ）、外層（１５μｍ）の層構成を有
し、微細な空隙を含有する多孔質樹脂シートを得た。得られた多孔質樹脂シートの空隙率
は５５％であり、不透明度は９３％であった。
【００７１】
（農業シートの作製）
　補強シートとして、Ｌ－ＬＤＰＥフィルム（直鎖状低密度ポリエチレンフィルム、厚み
３０μｍ、ＴＵＸ　ＴＣ－Ｓ、三井化学東セロ社製）を用意し、ドライラミネート法にて
、補強シートおよび多孔質樹脂シートを接合した。具体的には、ポリエーテル系接着材と
してタケラックＡ－９６９Ｖ（ポリオール成分）およびタケネートＡ－５（イソシアネー
ト成分）を使用した。ポリエーテル系接着材を、乾燥温度７０℃、２ｇ／ｍ２の条件で塗
布し、接合した。このようにして、農業シートを得た。
【００７２】
［実施例２］
　補強シートとして、Ｌ－ＬＤＰＥフィルム（直鎖状低密度ポリエチレンフィルム、厚み
４０μｍ、ＴＵＸ　ＴＣ－Ｓ、三井化学東セロ社製）を用いたこと以外は、実施例１と同
様にして農業シートを得た。
【００７３】
［実施例３］
　実施例１で得られた農業シートのＬ－ＬＤＰＥフィルム上に、第二の補強シートを接合
した。第二の補強シートとして、多孔質ポリエチレンシート（厚み３０μｍ、ＹＰ５００
０、大和川ポリマー社製）を用意し、ドライラミネート法にて接合した。具体的には、ポ
リエーテル系接着材としてタケラックＡ－９６９Ｖ（ポリオール成分）およびタケネート
Ａ－５（イソシアネート成分）を使用した。ポリエーテル系接着材を、乾燥温度７０℃、
２ｇ／ｍ２の条件で塗布し、接合した。このようにして、農業シートを得た。
【００７４】
［実施例４］
　補強シートとして、多孔質ポリエチレンシート（厚み３０μｍ、ＹＰ５０００、大和川
ポリマー社製）を用いたこと以外は、実施例１と同様にして農業シートを得た。
【００７５】
［比較例１］
　比較例１として、単層構造を有する農業シートを用意した。具体的に、比較例１として
、白黒マルチフィルム（厚み２０μｍ、ツインホワイト、積水フィルム社製）を用意した
。
【００７６】
［評価］
　実施例１～４および比較例１で得られた農業シートに対して、反射率測定（紫外領域、
可視領域および赤外領域）を行った。
【００７７】
　反射率測定では、紫外・可視・近赤外分光光度計（島津製作所ＵＶ－３６００）および
積分球付属装置（ＩＳＲ－３１００）を用いて、入射角８°で波長領域３００ｎｍ以上１
０５０ｎｍ以下での反射率（全反射率）を測定し、紫外領域（３００ｎｍ以上３８０ｎｍ
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０５０ｎｍ以下）の平均反射率をそれぞれ求めた。なお、標準板としては、米国ラブスフ
ェア社製スペクトラロン（テフロン（登録商標）製）を用いた。また、測定面は、農業シ
ートの補強シート側（多孔質樹脂シートとは反対側）の表面とした。また、赤外線の平均
反射率（ＲＩ）に対する紫外線の平均反射率（ＲＵ）の割合（ＲＵ／ＲＩ）、および、赤
外線の平均反射率（ＲＩ）に対する可視光の平均反射率（ＲＶ）の割合（ＲＶ／ＲＩ）を
算出した。これらの結果を表１および図５に示す。
【００７８】
【表１】

　表１および図５に示すように、実施例１～４は、比較例１に比べて、紫外線反射率およ
び可視光反射率が良好な値を示した。特に、実施例２、３は、紫外線反射率が高いことか
ら、害虫忌避効果が高いことが確認された。また、実施例１～４は、ＲＵ／ＲＩの値、Ｒ

Ｕ／ＲＩの値、（ＲＵ＋ＲＶ＋ＲＩ）／３の値が所定の範囲にあり、良好な紫外線反射率
および良好な赤外線反射率を示した。なお、比較例１で得られた農業シートは、押出し成
型により得られるシートであるが、ベース樹脂に配合する白色材料の量は、強度との兼ね
合いから上限があり、可視光反射率を十分に高めることはできないが示唆された。
【符号の説明】
【００７９】
　１…多孔質樹脂シート
　２…補強シート
　３…接着層
　１０…農業シート
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